
は
じ
め
に

一
九
八
〇
年
代
の
な
か
ば
こ
ろ
、
香

�映
畫
『
靈
幻

�士
』
シ
リ
ー

ズ
が
ヒ
ッ
ト
し
、
續
け
て
臺
灣
ド
ラ
マ
『
幽
幻

�士
』
が
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
て
以
來
、
「
キ
ョ
ン
シ
ー
」
と
い
う
存
在
な
い
し
は
言

�が
ひ
ろ
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
供
用
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
「
キ
ョ
ン
シ
ー
ダ
ン
ス
」
や
ら
「
キ
ョ
ン

シ
ー
體
操
」
な
ど
と
い
う
も
の
ま
で
發
明
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
「
キ
ョ
ン

シ
ー
」
が
、
な
に
や
ら
親
し
む
べ
き
存
在
で
あ
る
か
の
如
き
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
、
い
さ
さ
か
困
惑
を
禁
じ
得
な
い
。

し
か
し
、
中
國
固
有
の
古
典

�妖
怪
で
あ
る
「
僵
尸
・
僵
屍
」
が
、
特

別
な

�明
を
必

�と
せ
ず
に
、
「
あ
の
キ
ョ
ン
シ
ー
」
と
い
う
だ
け
で
、

さ
し
て
正
確
で
は
な
い
も
の
の
、
さ
ほ
ど
見
當

�い
で
は
な
い
イ
メ
ー
ジ

を
共
有
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、
映
畫
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
よ
る
「
キ
ョ

ン
シ
ー
」
像
の
普

	、
或
い
は
市
民
權
？
の


得
に
感
謝
す
べ
き
な
の

か
も
知
れ
な
い
。

「
僵
尸
」
に
は
大
き
く
、
死
後

�も
な
い
も
の
と
、
死
後

�を
經
た
も

の
と
に
區
別
で
き
る
。
停
柩
・
淺


と
い
う
風

�の
生
ん
だ
、
極
め
て
中

國

�妖
怪
で
あ
る
。

死
後

�も
な
い
も
の
は
、
死
後
硬
直

�後
の
關

�や
筋
肉
の
動
き
を
オ
ー

バ
ー
に
語
り
傳
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

大
多
數
の
死
體
が
、
腐
朽
し
白
骨

�し
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例

外

�に
腐
朽
せ
ず
ミ
イ
ラ

�す
る
死
體
が
あ
る
。
す
る
と
例
外
で
あ
る
が

故
に
凡
百
の
死
體
と
は

�っ
て
な
に
か
特
殊
な
祟
る
力
を
持
つ
と
考
え
た

の
が
、
死
後

�を
經
た
「
僵
尸
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
人
を

�い
、
爪
を
立

て
て
襲
い
、
あ
る
い
は
人
の
血
を
飮
み
、
果
て
は
空
を
飛
び
幼
兒
を
捕
ら

え
て

�べ
る
。

先
行

�究
（
１
）に
、「
中
國
の
幽
鬼
妖
怪
に
は
、
あ
ま
り
怖
い
と
思
う
よ
う
な

の
は
多
く
は
な
い
が
、
こ
の
僵
屍
だ
け
は
そ
の
形
貌
行
動
と
も
に
凶

�無

比
で
、

�力
の
あ
る
こ
と
妖
怪
の
秀

�と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。

子
不
語
の
僵
尸

�話
の
創
作
性

中
野
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し
か
し
「
僵
尸
」
を
こ
こ
ま
で
「
凶

�無
比
な
る
も
の
」
に
仕
立
て
上

げ
た
の
は
、
實
は
『
子
不
語
』
（
『
新
齊
諧
』
・
『
續
新
齊
諧
』
）
な
の
で
は
な

い
か
と
筆

�は
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
、
デ
ィ
テ
イ
ル
ま
で

�き

�ま
れ
た
「
僵
尸
」

像
が
、『
子
不
語
』
以

�に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

惡
く
言
え
ば
思
い
つ
き
だ
が
、
ま
た
一
方
で
は
性
靈
の
發
露
の

�
�と

言
う
こ
と
も
で
き
る
、
サ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
や
伏
線
を

	加
し
て
い
く
手
法

が
さ
ら
な
る
リ
ア
ル
な


怖
を
生
む
仕
組
み
を
み
て
い
こ
う
と
思
う
。

『
子
不
語
』
（
『
新
齊
諧
』
・
『
續
新
齊
諧
』
）
に
收

�さ
れ
た
「
僵
尸

�話
」

と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
以
下
の
二
十
三
則
が
あ
る
。

①
『
秦
中



�』

『
子
不
語
』
卷
二
。

②
『
畫
工
畫
僵
尸
』
『
子
不
語
』
卷
五
。

③
『
石
門
尸
怪
』
『
子
不
語
』
卷
五
。

④
『
批
僵
尸

�』
『
子
不
語
』
卷
八
。

⑤
『
飛
僵
』
『
子
不
語
』
卷
十
二
。

⑥
『
兩
僵
屍
野
合
』
『
子
不
語
』
卷
十
二
。

⑦
『
僵
屍
手
執
元
寶
』
『
子
不
語
』
卷
十
二
。

⑧
『
僵
屍
求

�』
『
子
不
語
』
卷
十
三
。

⑨
『
僵
屍
貪
財
受
累
』
『
子
不
語
』
卷
十
三
。

⑩
『
牛
僵
屍
』
『
子
不
語
』
卷
十
四
。

⑪
『
僵
屍

�韋

�』
『
子
不
語
』
卷
二
十
二
。

⑫
『
鬼
吹
頭
彎
』
『
子
不
語
』
卷
二
十
三
。

⑬
『
僵
屍
夜
肥
晝

�』
『
子
不
語
』
卷
二
十
四
。

⑭
『

�』
『
續
新
齊
諧
』
卷
三

⑮
『
旱
魃
有
三
種
』
『
續
新
齊
諧
』
卷
三

⑯
『
僵
屍

�
�』

『
續
新
齊
諧
』
卷
四

⑰
『
乾

�子
』
『
續
新
齊
諧
』
卷
四

⑱
『
屍

�』
『
續
新
齊
諧
』
卷
五

⑲
『
飛
僵
』
（
題
は
同
じ
だ
が
④
と
は
別
物
）
『
續
新
齊
諧
』
卷
五
。

⑳
『
僵
屍
貪
財
』
『
續
新
齊
諧
』
卷
六

�1『
屍
變
』
『
續
新
齊
諧
』
卷
八

�『
僵
尸
挾
人
棗
核
可
治
』
『
續
新
齊
諧
』
卷
八

�『
僵
尸
』
『
續
新
齊
諧
』
卷
十

『
僵
尸

�話
』
が
多
く
書
か
れ
た
時
期
に
は
、
ふ
た
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ

る
。『
子
不
語
』
卷
十
二
か
ら
十
四
ま
で
と
、『
續
新
齊
諧
』
卷
三
か
ら
六

ま
で
で
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
『
子
不
語
』
卷
十
二
か
ら
十
四
ま
で
、

�

番
で
い
え
ば
、
⑤
か
ら
⑩
ま
で
で
あ
る
。

ど
の

�度
加
工
が
あ
る
か
、
或
い
は
ほ
ぼ
創
作
か
は
、
こ
の
六
則
を
檢

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
明
き
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

一
、
加
工
が
さ
れ
て
い
な
い
例

⑦
『
僵
屍
手
執
元
寶
（
２
）』

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
九
集
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雍
正
九
年
の

�、
西
北
に
地
震
あ
り
。
山
西
介
休
縣
の
某
村
の
地
里

許 ば
か
り

陷
る
。
未
だ
坑
を

�さ
ざ
る

�有
り
、
居
民
掘
り
て
こ
れ
を

�る

に
、
一
家
仇
姓
の

�
�家

倶
に
在
り
。
屍
は
僵
し
て
腐
ら
ず
、
一
切
の

什
物

�皿
は
完
好
な
る
こ
と
初
め
の
如
し
。

�人
方
に
天

	を
持
し
銀

を
兌
せ
ん
と
し
、
右
手
に


ほ
一
元
寶
を
執
る
。
把
握
す
る
こ
と
甚
だ

牢
な
り
。

雍
正
九
年
の

�に
西
北
地
方
で
地
震
が
あ
り
、
山
西
省
介
給
縣
の
某
村

の
地
面
が
一
里
ば
か
り
も
陷

�し
た
。
完

�に
埋
ま
っ
て
い
る

�が
あ
っ

た
の
で


民
が
掘
っ
て
み
る
と
、
仇
と
い
う
姓
の
一
家
が

�員
一

�に
見

つ
か
っ
た
。
死
體
は
ミ
イ
ラ

�し
て
腐
ら
ず
、
家
財

�
�も
そ
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。

�人
は
ち
ょ
う
ど
天
秤
を
持
っ
て
銀
の
兩
替
を
し
よ
う
と
し
て

い
た
よ
う
で
、
右
手
に
は
元
寶
銀
を
一
つ
持
ち
、
固
く
握
り
し
め
て
い
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
る
で
新
聞
記
事
の
よ
う
に
余
計
な
こ
と
は
な
に
ひ
と
つ
書
い
て
い
な

い
。
こ
れ
は
傳
聞
を
記

�し
た
だ
け
で
、
加
工
を
加
え
て
い
な
い
も
の
の

代
表
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
金
融

�本
家
」
が
多
く
輩
出
し
た
山
西
省
だ
け
に
、
某
村
と
い
う
レ

ベ
ル
の
土
地
に
も
、
兩
替
屋
が
い
た
と
い
う
の
は
、
妙
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

が
あ
る
。二
、
多
少
の
加
工
が
見
ら
れ
る
例

⑩
『
牛
僵
屍
（
３
）』

江

�の
銅
井
村
の
人
一
牝
牛
を
畜
ふ
。
十
餘
年
に
犢
凡
そ
二
十
八
口

を
生
む
。

�人
頗
る
其
の
利
を
得
た
り
。
牛
老
い
て
、

�す
能
は
ず
、

牛
を
宰 ほ
ふる

�咸
な
こ
れ
を
買
ふ
を

�ふ
。

�人

�び
ず
し
て
、
童
を

�

は
し
て

�
�せ

し
め
、
其
の
自
ら
斃
る
る
を
俟
ち
て
、
乃
ち
土
中
に
掩

埋
す
。
是
の
夜
、
門
外
に

�撞
の
聲
有
る
を
を
聞
く
。
是
の
如
き
こ
と

夕
を

�ぬ
。
初
め
は

�ち
此
の
牛
な
る
を
意
は
ず
。

�餘
に
し
て
、
祟

り
を
爲
す
こ
と
更
に
甚
し
。
吼
聲
蹄

�を
聞
く
。
是
に
於
て
一
村
の
人

皆
な
此
の
牛
の
怪
を
作
す
を
疑
へ
ば
、
掘
り
て
こ
れ
を
驗
ぶ
。
牛
屍
は

壞
れ
ず
、
兩
目
は
閃
閃
と
し
て
生
く
る
が
如
く
、
四
蹄
の
爪
に
皆
な
稻

芒
あ
り
、
夜

 土
を
破
り
て
出
づ
る

�に
似
た
り
。

�人
大
に
怒
り
、

刀
を
取
り
て
四
蹄
を
斷
ち
、
竝
び
て
其
の
腹
を
剖
き
、
糞
穢
を
以
て
こ

れ
に
沃
瀦
す
。
嗣
後
寂
然
た
り
。
再
び
土
を

!き
て
こ
れ
を

�る
に
、

牛
朽
腐
せ
り
。

南
京
の

"郊
で
、
牛
が
死
後
「
僵
尸
」
に
な
っ
て
祟
っ
た
と
い
う
珍
し

い
話
だ
が
、
「
牛
僵
尸
」
が
如
何
に
暴
れ
回
っ
た
か
と
い
う
細
か
い

#寫

が
な
い
の
で
、
ほ
ぼ
傳
聞
の
記

�と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

加
工
の
跡
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
十
餘
年
に
犢
凡
そ
二
十
八
口
を
生
む
。

�人
頗
る
其
の
利
を
得
た
り
」
と
い
う
部
分
の
二
十
八
と
い
う
數
字
と
か
、

「
牛
老
い
て
、

�す
能
は
ず
、
牛
を
宰
る

�咸
な
こ
れ
を
買
ふ

�ふ
。

�

人

�び
ず
し
て
、
童
を

�は
し
て

�
�せ

し
め
、
其
の
自
ら
斃
る
る
を
俟

つ
ち
て
、
乃
ち
土
中
に
掩
埋
す
」
と
い
う
部
分
の
、

�人
と
し
て
は
充
分

に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
、
と
い
う
部
分
が
、
祟
り
の
後
の

�人
の
怒

子
不
語
の
僵
尸
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創
作
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り
の

�さ
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
點
な
ど
で
あ
る
。

「
四
蹄
の
爪
に
皆
な
稻
芒
あ
り
、
夜

�土
を
破
り
て
出
づ
る

�に
似
た

り
」
と
い
う
部
分
も
、
蹄
に
稻
の
穗
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
と
い
う
妙
な
リ

ア
ル
さ
は
、
加
工
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

「

�人
大
に
怒
り
、
刀
を
取
り
て
四
蹄
を
斷
ち
、
竝
び
て
其
の
腹
を
剖

き
、
糞
穢
を
以
て
こ
れ
に
沃
瀦
す
」
の
「
糞
穢
を
以
て
こ
れ
に
沃
瀦
す
」

と
念
入
り
に
魘

�を
す
る
部
分
も
、
或
い
は
加
工
か
も
知
れ
な
い
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
リ
ア
ル
な
「
牛
僵
尸
」
の

�寫
が
無
い
點
が
物
足
ら
な

い
。

三
、
出
來
の
良
い

�話
を
ほ
ぼ
聞
い
た
ま
ま
記
し
た
で

あ
ろ
う
例

⑤
『
飛
僵
（
４
）』

穎
州
の

�太
守
直
隸
の
安
州
に
在
り
て
一
老

	に


ふ
。
兩
手
時
時

顫
動
し
、
鈴
を
搖
す
る
の

�を
作
す
。
其
の
故
を
叩
く
に
、
曰
く
、
余

が
家
は
某
村
に

�む
。
村
居
は
僅
に
數
十


。
山
中
に
一
僵
屍
を
出
し
、

能
く
空
中
に
飛
行
し
、
人
の
小
兒
を

�ふ
。

�に
日
未
だ

�ち
ざ
る
に
、

群
相
ひ
戒
め
て


を
閉
ぢ
兒
を

�す
も
、

�ほ

�
�に

し
て
攫
は
る
。

村
人
其
の
穴
を
探
る
も
、
深
さ
測
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
、
敢
て
犯
す

�無

し
。

�中
の
某

�士
に
法

�有
る
を
聞
き
、
因
り
て
金
帛
を

�積
し
て
、

�き
て
怪
を
捉
へ
ん
と
求
む
。

�士
許

�し
、
日
を
擇
び
て
村
中
に
至

り
法
壇
を
設
立
し
、
衆
人
に
謂
ひ
て
曰
く
、
我
が
法
は
能
く
天
羅
地

�

を
布
き
、
飛
び
去
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
も
、
亦
た
爾
が
輩
兵
械
を
持
し

相
ひ
助
く
る
を
須
め
、
尤
も
一
膽
大
人
の
其
の
穴
に
入
る
を
需
む
、
と
。

衆
人
敢
へ
て
對
ふ
る
莫
き
も
、
余
聲
に
應
じ
て
出
で
て
問
ふ
、
何
ぞ
差

し

�は
さ
る
る
、
と
。
法
師
曰
く
、
凡
そ
僵
屍
は
最
も
鈴
鐺
の
聲
を
怕

る
。
爾
夜

�に
到
り
其
の
飛
び
出
づ
る
を
伺
ひ
、

�ち
穴
中
に
入
り
兩

大
鈴
を
持
し
こ
れ
を
搖
り
、
手

�む
る
可
か
ら
ず
。

�し
稍
も
息
ま
ば
、

則
ち
屍
穴
に
入
り
、
爾
傷
を
受
け
ん
、
と
。
漏
將
に
下
ら
ん
と
す
る
に
、

法
師
壇
に
登
り
法
を
作
す
。
余
因
り
て
雙
鈴
を
握
り
、
屍
の
飛
び
出
づ

る
を
候
ち
、
力
を
盡
し
て
亂
搖
す
る
こ
と
、
手
は
雨
の
點
ず
る
が
如
く

し
、
敢
て
小 い
さ
さか
も

�め
ず
。
屍
穴
門
に
到
れ
ば
、
果
し
て

�獰
と
し
て

怒

�す
る
も
、
鈴
の
聲
の
瑯
瑯
た
る
を
聞
け
ば
、
逡

�し
て
敢
て
入
ら

ず
。

 面
は
人
に
圍

�せ
ら
れ
、
又
た

!る
る
處
無
け
れ
ば
、
乃
ち
手

を
奮
ひ
臂
を
張
り
村
人
と
格
鬥
す
。
天
將
に
明
け
ん
と
す
る
に
至
り
、

地
に
仆
れ
て
倒
る
。
衆
火
を
舉
げ
て
こ
れ
を
焚
く
。
余
時
に
穴
中
在
り

て
、
未
だ
知
ら
ざ
る
な
り
。

�ほ
鈴
を
搖
り
て
敢
て
停
め
ざ
る
こ
と
故

の
如
し
。
日
の
中
す
る
に
至
り
、
衆
大
に
呼
べ
ば
、
余
始
め
て
出
づ
。

而
し
て
兩
手
動
搖
し
て
止
ま
ず
。

"に
今
に
至
る
も
疾
と

#れ
り
、
と
。

穎
州
の

�太
守
が
直
隸
の
安
州
で
一
人
の
老
人
と
出
會
っ
た
。

そ
の
老
人
の
話
が

$々
と
續
く
。

手
が
震
え
る
病
氣
を
得
た
原
因
が
、

�い
こ
ろ
の
「
僵
尸
」

%治
に
あ

る
と
い
う
、
一
人
稱
獨
白
體
の
、
謂
わ
ば
、
ホ
ラ
吹
き
中
風
老
人
が
作
っ

た
、

�い
こ
ろ
の
武

&傳
で
あ
る
。
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「
僵
尸
」
の

�寫
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。

「
屍
穴
門
に
到
れ
ば
、
果
し
て

�獰
と
し
て
怒

�す
る
も
」
の
「

�獰
」

な
ど
は

�寫
と
は
い
え
な
い
。

穎
州
の

�太
守
は
言
う
ま
で
も
な
く
高
官
で
あ
る
。
當
然
、
袁
枚
の
知

人
で
あ
ろ
う
。
そ
の

�太
守
か
ら
聞
い
た
話
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
記
し
た

も
の
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

考
え
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
出
來
上
が
っ
た

�話
、
「
手
が
震
え
る
老

人
の

�き
日
の
武

	傳
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

�太
守
が
、
袁
枚
に
話
し

た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

四
、
創
作
で
あ
ろ
う
例

⑧
『
僵
屍
求




（
５
）』

武
林
の
錢
塘
門

�に
更
樓
有
り
。
更
夫
を

�ひ
て
柝
を


た
し
め
、

表
裡
に

�邏
せ
し
む
。
大
衆
貲
を
斂
め
て
こ
れ
を
爲
す
、
由
來
は
舊
し
。

康
熙
五
十
六
年

�、
更
夫
任
三
な
る

�巷
外
を

�り
、
路
に
小
廟
を

�
ぐ
る
に
、

�に
二
更
に
至
り
柝
の
聲
を
聞
け
ば
、
則
ち
一
人
有
り
廟
中

從
り
出
で
、
踉
蹌
と
し
て
捷
走
す
。
漏
五
に
下
れ
ば
、
則
ち
柝
の
聲
に

先
ん
じ
て
廟
に
入
る
。
是
の
如
く
す
る
こ
と

�な
り
。
任
三
廟
中
の

�

に

�
�有

ら
ん
と
疑
ひ
、
將
に
こ
れ
を
伺
ひ
て
酒
肉
を
詐
る
の
計
を
爲

さ
ん
と
す
。

�夕
、

�明
き
こ
と
晝
の
如
く
、
其
人
の
面
は
枯

�に
し

て
臘
の
如
き
を
見
る
。
目

�は
深
く
陷
み
、
兩

�に
銀
錠
を
掛
け
て
行

き
、

�
�と

し
て
聲
有
り
、
出
入
す
る
こ
と

�の
如
し
。
任
三
僵
屍
爲

る
を
知
り
、
山
門
の

�に
停
ま
る
舊

�あ
り
て
、
塵
を
積
む
こ
と
寸
許

な
る
に
因
り
、
こ
れ
を

�人
に
詢
ふ
。
云
ふ
、
其
れ
師

 の
時
に
し
て

誰
何
氏
の
寄
す
る

!の

"な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
儕
輩
と
語
り

て
こ
れ
に

#ぶ
に
、
其
の
中
の
黠
き

�曰
く
、
吾
鬼
は
赤
豆
鐵
屑
と
米

子
を
畏
る
と
聞
く
。
此
の
三
物
の
升
許
を
備
へ
、
其
の
棺
を
破
り
て
出

づ
る
を
伺
ひ
、
潛
に
取
り
て
以
て
棺
の
四

$を
繞
れ
ば
、
則
ち
彼
は
入

る
能
は
ざ
ら
ん
、
と
。
任
其
の
言
の
如
く
せ
ん
と
し
、
三
物

%買
を
し
、

夜
の
二
更
を
待
つ
に
、
屍
復
た
出
づ
。
其
の
去
る
こ
と

&き
を
伺
ひ
、

燈
を
攜
へ
入
り
て

�る
に
、
棺
の
後
の
方
板
一
塊
、
俗
語
に
謂
ふ

!の

和
頭
な
る

�、
已
に
掀
ら
れ
て
地
に
在
り
、
中
は
空
空
と
し
て
有
る

!

無
き
を
見
る
。
乃
ち
三
物
を
取
り
て
棺
を
繞
り
て
密
に
灑
ぐ
。
事
畢
り

て
逕
ち
に
歸
り
更
樓
上
に
臥
す
。
五
更
に
至
り
、
聲
を

'ま
し
て
任
三

爺
と
呼
ぶ

�有
り
。
任
誰
爲
る
を
問
ふ
に
、
曰
く
、
我
は
山
門

�の
長

へ
に
眠
る

�な
り
。
子
孫
無
く
、
久
く
血


す
る
を
得
ず
。
故
に
外
營

に
出
で
て
求
む
る
に
腹
の
餒
ゑ
を
救
ふ
を
以
て
す
る
も
、
今
爾
の
魘
す

る

!と
爲
り
、
棺
に
入
る
能
は
ず
。
吾
れ
其
れ
死
せ
ん
。

(ぎ

)き
て

赤
豆
鐵
屑
を
將
っ
て
こ
れ
を
拂
ひ
去
る
可
し
、
と
。
任
懼
れ
て
敢
て
答

へ
ず
。
又
た
呼
び
て
曰
く
、
我
爾
と
何
の
仇
か
あ
る
。
何
を
か

*み
て

此
の

+を
爲
す
か
、
と
。
任
念
へ
ら
く
、
彼
が
與
に
圍
を
解
く
の
後
、

彼
我
を

,し
て
後
に
入
ら
ば
、
何
を
以
て
か
こ
れ
を
禦
が
ん
、
と
。

-

に
答
へ
ず
。

.初
め
て
鳴
け
ば
、
鬼
哀
懇
し
、
繼
ぎ
て
詈
罵
を
以
て
す

る
も
、
こ
れ
を
久
し
う
し
て
寂
然
た
り
。
明
く
る
日
、
樓
下
に

�ぎ
る
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�屍
の
僵
臥
す
る
有
る
を
見
て
、
乃
ち
衆
に

�げ
て
官
に
鳴
し
、
屍
を

以
て
こ
れ
を
棺
に

�し
火
も
て
こ
れ
を
焚
く
。
一
方

�き
を
得
た
り
。

小
廟
か
ら
、

�
�決

ま
っ
て
二
更
に
外
出
し
、
五
更
に
歸
る
も
の
が
い

る
。そ
こ
で
更
夫
の
任
三
が
、
廟
中
の

�が
な
に
か
惡
い
こ
と
を
し
に
で
か

け
る
の
で
あ
ろ
う
と
疑
い
、
探
り
を
入
れ
て
酒
や
肉
を
せ
び
り
取
ろ
う
考

え
る
。

し
か
し

	の

�、
明
る
い


光
の
も
と
で
見
る
と
僵
尸
で
あ
る
。

兩

�に
紙
製
の
銀
錠
を
掛
け
て
い
る
の
で
、
ガ
サ
ガ
サ
と

�を
立
て
る
。

山
門
の
中
に
放
置
さ
れ
て
い
る
棺
の


だ
と
思
い
、

�に

�ね
る
が
古

い
こ
と
な
の
で
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

仲

�
�の

賢
い
男
が
、
鬼
の

�は
赤
豆
と
鐵
屑
と
米
を
怖
が
る
か
ら
、

こ
の
三
つ
を
少
し
ば
か
り
準
備
し
、
出
掛
け
た
す
き
に
棺
の

�り
に
ま
い

て
お
け
ば
、
や
つ
は
棺
の
中
に

�れ
な
い
は
ず
だ
と
い
う
。

そ
の
と
お
り
に
し
て
、
す
ぐ
に
歸
っ
て
更
樓
で
寢
て
い
る
と
、
五
更
に

な
っ
て
「
任
三
の
旦

�」
と
大
聲
で
呼
ぶ
も
の
が
い
る
。

任
が
「
誰
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、
「
山
門
の
中
で
眠
る

�で
す
。
子
孫

が
無
い
の
で
、
お
供
え
も
あ
げ
て
も
ら
え
ず
。
外
に
出
で
て

�え
を
い
や

し
て
い
た
の
だ
が
、
今
あ
ん
た
に
魘

�さ
れ
て
、
棺
に

�れ
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
死
ぬ
か
ら
、

�い
で
片
付
け
て
く
れ
」
と
言
う
。

任
が
怖
が
っ
て
答
え
ず
に
い
る
と
、
泣
き

�と
し
に
か
か
る
。

任
は
、
「
彼
の
た
め
に
圍
み
を
解
い
た
ら
、
彼
が
俺
を

�し
て
棺
に
入

る
だ
ろ
う
」
と
考
え
、
答
え
ず
に
い
る
と
、
鷄
が
鳴
き
だ
し
、
哀
願
か
ら

罵
詈
に
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
靜
か
に
な
っ
た
。

明
け
て
か
ら
樓
下
を

�る
も
の
が
、
僵
屍
が

�た
わ
っ
て
い
る
の
を
見

て
、

�報
し
、
屍
を
棺
に

�し
て
燒
き
、
怪
は

�え
た
。

「
武
林
の
更
夫
も
の
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
作
り
た
く
な
る
ほ
ど
、
武

林
（
杭
州
）
の
更
夫
が


人
公
に
な
る
、
三
人
稱
小

�は
す
ぐ
れ
た
も
の

が
見
ら
れ
る
（
６
）。

更
夫
は
、
初
更
か
ら
五
更
ま
で
の
、
時
を
知
ら
せ
て

�く
、
謂
わ
ば
夜

�專
門
の
仕
事
な
の
で
、
怪
と
で
あ
う
機
會
が
多
く
、
三
人
稱
小

�の




役
と
し
て
恰
好
の
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
更
夫
を

 ひ
て
柝
を

!た
し
め
、
表
裡
に

"邏
せ
し
む
。
大
衆
貲
を

斂
め
て
こ
れ
を
爲
す
、
由
來
は
舊
し
」
と
い
う
、
お
國
自
慢
か
ら
始
ま
る
。

「
廟
中
の

�が
な
に
か
惡
い
こ
と
を
し
に
で
か
け
る
の
で
あ
ろ
う
と
疑

い
、
探
り
を
入
れ
て
酒
や
肉
を
せ
び
り
取
ろ
う
考
え
る
」
と
い
う
任
三
の

小
役
人
根
性
が

#か
れ
る
。

明
る
い


光
の
も
と
で
の
、
「
其
人
の
面
は
枯

$に
し
て
臘
の
如
き
を

見
る
。
目

%は
深
く
陷
み
」
と
い
う
面
貌
の

&寫
は
み
ご
と
で
あ
る
。

「
兩

�に
銀
錠
を
掛
け
て
行
き
、

'
(と

し
て
聲
有
り
」
と
い
う
部
分

は
、
滑
稽
な
リ
ア
ル
さ
で
あ
る
。

紙
製
の
銀
錠
（
紙
錠
）
は
元
寶
銀
を
型
取
り
錫
箔
を
貼
っ
た
も
の
で
、

紙
錢
よ
り
や
や
贅
澤
な
も
の
。
武
林
の

)く
の
紹
興
が

*地
で
あ
る
こ
と

も
よ
り
リ
ア
ル
さ
を

+す
。
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そ
し
て
、
「
我
は
山
門

�の
長
へ
に
眠
る

�な
り
。
子
孫
無
く
、
久
く

血

�す
る
を
得
ず
。
故
に
外
營
に
出
で
て
求
む
る
に
腹
の
餒
ゑ
を
救
ふ
を

以
て
す
る
も
、
今
爾
の
魘
す
る

�と
爲
り
、
棺
に
入
る
能
は
ず
。
吾
れ
其

れ
死
せ
ん
。

�ぎ
�き

て
赤
豆
鐵
屑
を
將
っ
て
こ
れ
を
拂
ひ
去
る
可
し
」

と
い
う
セ
リ
フ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
點
で
あ
る
。

�欲
に
負
け
た
僵
尸
が
、
夜
ご
と
に
外

�に
行
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
度
死
ん
で
僵
尸
に
な
っ
た
も
の
が
、
棺
に

�れ
な
け
れ
ば
死

ぬ
と
い
う
ナ
ン
セ
ン
ス
。

ま
た
、
「
彼
が
與
に
圍
を
解
く
の
後
、
彼
我
を

	し
て
後
に
入
ら
ば
、

何
を
以
て
か
こ
れ
を
禦
が
ん
」
と
考
え
る
任
三
の
、
臆
病
な
の
に
小
ず
る

い
性
格
が
見
事
に


か
れ
て
い
る
。

�の

�み
を
見
つ
け
て
ゆ
す
ろ
う
と
し
た
り
、
僵
尸
の
心
理
を
讀
ん
だ

り
、
か
な
り
打
算


だ
が
、
僵
尸
に
聲
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
答
え
る
こ
と

も
で
き
な
い

�さ
と
、
僵
尸
に
な
っ
て
も

�欲
に
負
け
る

�さ
と
が
、




き
切
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

同
じ
く
、
創
作
で
あ
ろ
う
例
と
し
て
、

⑨
『
僵
屍
貪
財
受
累
（
７
）』

紹
興
の
王
生
某
は
、

�を

�ひ
て
年
有
り
。
村
中
の
富
家
こ
れ
を

�

き
て
師
と
爲
す
も
、
屋
宇
の
湫
隘
な
る
に
因
り
、

�た
ま
相

�た
る
こ

と
里
許
に
新
室
の
售
る
を
求
む
る

�有
れ
ば
、

�に
買
ひ
て
居
ら
し
め
、

且
つ
曰
く
、
家
中
の

�
�は

未
だ
盡
さ
ざ
れ
ば
、
學
徒
と

�童
輩
と
は

明
晨
に

�
�ま
し
め
ん
。
先
生
一
夜
獨
り
眠
る
に
、
能
く
懼
る
無
き
か
、

と
。
王
は
膽
の
壯
な
る
を
自
負
す
。
且
つ
新
室
な
り
。
何
の
畏
る
る
こ

と
か
こ
れ
有
ら
ん
。
乃
ち
童
に
命
じ
て
茗

�を
攜
へ
し
め
引
き
て
書
齋

に
至
る
。
王

�く
室

�を

�畢
り
、
復
た
門

�に
至
り
椅
を
徙
す
。
時

に
已
に
夜
に
し
て
、

�色
大
に
明
く
、
山
下
に

�火

�
�た

る
を
見
る
。

趨
き

�き
て
こ
れ
を

�る
に
、
光
は
一
の
白
木
の
棺
中
よ
り
出
づ
。
王

念
へ
ら
く
、
此
れ
鬼
の

�な
る
か
。
色
宜
し
く
碧
な
る
べ
し
。
而
し
て

 
!に

赤
を
帶
ぶ
。
金
銀
の
氣
爲
る
無
き
を
得
ん
や
。
憶
ふ
に
智

"の

載
す
る

�に
、
胡
人
數
輩
の
凶

#し
て

$を
輿
ぎ
て

%外
に
藁

&す
る

�有
り
。
捕
人
こ
れ
を
跡
く
る
に
、

$中
は
皆
な

'白
な
り
、
と
。
此

の
棺
も
乃
ち
是
に

(す
る
毋
か
ら
ん
。
幸
に
人
無
け
れ
ば
、
攫
ひ
て
取

る
可
き
な
り
。

�に
石
塊
を
取
り
て

)ち
て
其
の
釘
を
去
り
、
棺
の
後

從
り
其
の
蓋
を
卸
せ
ば
、
則
ち
赫
然
と
し
て
一
屍
あ
り
。
面
は

*紫
に

し
て
腹
は
膨
亨
し
、

+冠
に
し
て

,履
な
り
。
越
の
俗
に
、
凡
そ
父
母

堂
に
在 い
まし
て
子
先
に

-す
る
は
、
例
此
れ
を
以
て

.す
、
と
。
王
愕
然

と
し
て

/縮
す
れ
ば
、
一
縮
す
る

0に
則
ち
屍
は
一

1す
。
再
び
縮
す

る
に
屍
蹶
然
と
し
て

�つ
。
王
力
を
盡
し
て
狂

2す
る
も
、
屍
後
自
り

こ
れ
を

3ふ
。
王

4に
い
り
て
樓
に
登
り
、
門
を
閉
し
鍵
を
下
す
。
喘

息
甫
め
て
定
ま
り
、
屍
は
已
に
去
る
か
と
疑
ひ
、
窗
を
開
き
て
こ
れ
を

�る
。
窗

5け
ば
屍
は
首
を
昂
げ
て
大
に
喜
び
、
外
從
り

1り
入
ら
ん

と
し
て
、

6ね
て
門
を
叩
く
も
、
入
る
を
得
ず
。
忽
ち
大
聲
も
て
悲
呼

す
れ
ば
、
三
呼
し
て

7も
ろ
の
門
洞
開
く
。
こ
れ
を

5く

�有
る
が

8
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し
。

�に
樓
に
登
る
。
王
奈
何
と
も
す
る
無
く
、
木
棍
を
持
し
て
こ
れ

を
待
つ
。
屍
甫
め
て
上
れ
ば
、

�ち

�つ
に
棍
を
以
て
す
。
其
の

�に

中
り
て
、
掛
く
る

�の
銀
錠
散
り
て
地
に

�つ
。
屍
俯
し
て
拾
ひ
取
ら

ん
と
す
。
王
其
の
傴
僂
す
る
時
に
趁
じ
、
力
を
盡
し
て
こ
れ
を
推
せ
ば
、

屍
樓
下
に
滾
す
。
旋
ぎ
て

�の
啼
く
を
聞
く
。
此
れ
從
り
寂
と
し
て
聲

の

	く
無
し
。
明
く
る
日
こ
れ
を


る
に
、
屍
は
腿
骨
を
跌
傷
し
、
地

に

�臥
す
。

�に
衆
人
を
召
し
扛 に
なひ
て
こ
れ
を
焚
く
。
王
歎
じ
て
曰
く
、

我
貪
の
故
を
以
て
、
屍
招
き
て
樓
に
上
ら
し
む
。
屍
は
貪
の
故
を
以
て
、

火
も
て
燒
き
燬
た
る
。
鬼
す
ら

�ほ
貪
な
る
可
か
ら
ず
、
而
し
て
況
は

ん
や
人
に
於
て
を
や
、
と
。

紹
興
の
王
某
と
い
う
書
生
は
、
長
年
貧
で
碌
な
も
の
が


え
な
い
。

村
の
金
持
ち
が
家
庭

�師
に

�っ
て
く
れ
た
が
、
家
が
狹
い
の
で
、

�

�に
新
し
い
家
を
買
っ
て

�ま
わ
せ
て
く
れ
た
。

「
家
の
中
の

�作
が
ま
だ
な
の
で
、
學
生
と
兒
童
は
、
明

�行
か
せ
る
。

先
生
一

�一
人
で
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
言
う
。

王
は
膽
が
太
い
と
自
負
し
て
い
た
し
、
ま
し
て
新

�で
あ
る
。
何
も
怖

が
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
お

�の

�
�を

用
意
さ
せ
て
、
書
齋
に
行
っ
た
。

門
の

�に
椅
子
を
出
す
と
、
も
う
夜
に
な
っ
て
い
た
。

�が
明
る
く
、
山

の
下
に
火
が
明
々
と
見
え
る
。
見
に
行
く
と
、
棺
の
中
か
ら
火
が
出
て
い

る
。王
は
「
こ
れ
が
鬼
の

�だ
っ
た
ら
、
色
は
碧
い
は
ず
だ
が
、
火
が
か
す

か
に
赤
い
の
は
、
金
銀
の
氣
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
た
し
か
智

�に
『
胡

人
が
數
人
喪

�を

�て
棺
を
か
つ
ぎ

�外
に
藁
を
か
け
て

 む
っ
た
。
目

明
か
し
が
跡
を
つ
け
、
あ
ば
い
て
み
た
ら
棺
の
中
は
金
銀
だ
っ
た
』
と
い

う
話
が
あ
る
。
こ
の
棺
も
そ
う
か
も
知
れ
な
い
。
幸
に
人
も
い
な
い
の
で
、

か
っ
さ
ら
っ
て
や
ろ
う
』
と
考
え
、
棺
の
蓋
を
は
ず
す
と
、
僵
尸
が
入
っ

て
い
る
。

!紫
色
の
顏
で
腹
は
膨
張
し
、

"冠
に

#履
ば
き
で
あ
る
。
浙
江
の
風

俗
で
、
父
母
在
世
中
に
子
が
先
に
死
ぬ
と
こ
の
よ
う

 る
の
だ
。

王
が
び
っ
く
り
し
て
後

$り
す
る
と
、
僵
尸
は
跳
ん
で

%む
。
ま
た

$

る
と
僵
尸
は
ガ
バ
ッ
と
立
ち
上
が
る
。
王
は

&力
で

'走
す
る
が
、
僵
尸

は

(っ
て
く
る
。
王
が
二
階
に
の
ぼ
り
、
ド
ア
に
鍵
を
掛
け
る
。

息
が
靜
ま
っ
て
、
僵
尸
は
も
う
い
な
い
の
か
と
思
い
、
窗
を
開
け
る
と
、

僵
尸
は
大
喜
び
し
て
、
跳
び
こ
ん
で
來
よ
う
と
す
る
。

)然
僵
尸
が
大
聲

三
回

*ぶ
。
す
る
と
す
べ
て
の
ド
ア
が
開
き
、
と
う
と
う
僵
尸
が
二
階
に

登
っ
て
く
る
。
王
は
し
ょ
う
が
な
く
棍
棒
で

�を

�つ
と
、

�に
掛
け
た

銀
錠
が
床
に

�ち
る
。
僵
尸
拾
ひ
取
ろ
う
と
背
を
丸
め
た
と
こ
ろ
を
、
力

ま
か
せ
に
押
し

�と
す
。
す
ぐ
に
鷄
が
鳴
き
、
靜
寂
が
訪
れ
る
。
夜
が
明

け
て
る
み
る
と
、
僵
尸
は
腿
の
骨
を
折
り

�た
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ

れ
を
燒
い
た
。
王
戒
め
の
名
言
を
吐
く
。

こ
ん
ど
は
金
錢
欲
の
話
で
あ
る
。

金
錢
欲
で
棺
を
あ
ば
く
書
生
と
、
紙
製
の
銀
錠
を
惜
し
ん
で
體
勢
を

+

す
僵
尸
と
い
う
、
貪
欲
は
身
を
滅
ぼ
す
話
。

貧
が
續
い
た
が
故
に
、
貪
に
負
け
、
「
此
れ
鬼
の

�な
る
か
。
色
宜
し
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く
碧
な
る
べ
し
。
而
し
て

�
�に

赤
を
帶
ふ
。
金
銀
氣
の
爲
る
無
き
を
得

ん
や
。
憶
ふ
に
智

�の
載
す
る

�に
、
胡
人
數
輩
の
凶

�し
て

�を
輿
ぎ

て

�外
に
藁

	す
る


有
り
。
捕
人
こ
れ
を
跡
く
る
に
、

�中
は
皆
な

�

白
な
り
、
と
。
此
の
棺
も
乃
ち
是
に

�す
る
毋
か
ら
ん
。
幸
に
人
無
け
れ

ば
、
攫
ひ
て
取
る
可
き
な
り
」
と
い
う
、
王
の
心
理


寫
が
素

�ら
し
い
。

こ
こ
ま
で
の
心
理


寫
は
、
文
言
小

�で
は
ま
さ
に
稀
有
な
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
や
は
り
僵
尸
の
面
貌
の

�寫
。
「
則
ち
赫
然
と
し
て
一
屍
あ

り
。
面
は

�紫
に
し
て
腹
は
膨
亨
し
、

�冠
に
し
て

�履
な
り
。
越
の
俗

に
、
凡
そ
父
母
堂
に
在
し
て
子
先
に

�す
る
は
、
例
此
れ
を
以
て

�す
」

と
あ
る
部
分
。
越
の
俗
に
の
部
分
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を

�す
。

最
後
に
、
創
作
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
例
。

⑥
『
兩
僵
屍
野
合
』

壯
士
某
な
る
有
り
。
湖
廣
に
客
た
り
て
、
獨
り
古
寺
居
る
。
一
夕
、

�色
甚
だ
佳
け
れ
ば
、
門
外
に
散

�す
る
に
、
樹
林
の
中
に
隱
隱
と
し

て

�巾
を
戴
し
飄
然
と
し
て
來
る


有
る
を
見
る
。
其
の
鬼
爲
る
を
疑

ふ
も
、
旋
ぎ
て
松
林
の
最
も
密
な
る
中
に
至
り
、
一
古

�に
入
れ
ば
、

心
に
僵
屍
爲
る
を
知
る
。
素
よ
り
僵
屍
棺
上
の
蓋
を
失
へ
ば
便
ち
祟
り

を
作
す
能
は
ざ
る
を
聞
け
ば
、

�の
夜
、
先
づ
樹
林
中
に

�れ
、
屍
の

出
づ
る
を
伺
ひ
、
將
に
竊
か
に
其
の
蓋
を
取
ら
ん
と
す
。
二
更
の
後
、

屍
果
し
て
出
で
、

�く

�有
る
に
似
た
り
。
こ
れ
を
尾
く
る
に
、
一
大

宅
の
門
外
に
至
る
。
其
の
上
樓
の
窗
中
に
先
に
紅
衣
の

�人
有
り
、
白

�一
條
を
擲
下
し
こ
れ
を
牽
引
す
。
屍
攀

 し
て
上
り
、
絮
語
の
聲
を

作
す
も
、
甚
し
く
は
了
了
な
ら
ず
。
壯
士
先
に
回 か
へり
、
其
の
棺
蓋
を
竊

み
て
こ
れ
を
藏
し
、
仍
り
て
松
の
深
き
處
に
伏
す
。
夜
將
に
闌
な
ら
ん

と
す
る
に
、
屍
匆
匆
と
し
て

!り
、
棺
の
蓋
を
失
ふ
を
見
て
、
窘
し
む

こ
と
甚
し
く
、

"く
覓
む
る
こ
と
良
や
久
し
う
し
、
仍
り
て
原
の
路
に

從
ひ
て
踉
蹌
と
し
て

#り
去
る
。
再
び
こ
れ
を
尾
く
る
に
、
樓
の
下
に

至
り
且
つ

$り
且
つ
鳴
き
て
、

%
%と

し
て
聲
有
り
。
樓
上
の

�も
亦

た
相
ひ
對
し
て

%
%た

る
も
、
手
を
以
て
搖
り

&む
。
其
の
應
に
再
び

至
る
べ
か
ら
ざ
る


を
訝 あ
やし
む
に
似
た
り
。

'忽
ち
鳴
く
に
、
屍
路
側

に
倒
る
。
明
く
る
早 あ
さ、
行
人
盡
く
至
り
、
各
お
の
大
に
駭
く
。
同
に
樓

の
下
に

�き
こ
れ
を
訪
ふ
に
、
乃
ち

(姓
の
祠
堂
な
り
。
樓
に
一
柩
を

停
む
。
女
の
僵
屍
あ
り
て
、
亦
た
棺
外
に
臥
す
。
衆
人
僵
屍
野
合
の
怪

爲
る
を
知
り
、
乃
ち
屍
を
一
處
に
合
し
て
こ
れ
を
焚
く
。

某
壯
士
が
湖
廣
に

)を
し
て
、
僵
尸
を
見
か
け
跡
を
つ
け
る
と
、
大
邸

宅
の
二
階
の
紅
衣
の
女
性
と
密
會
し
て
い
た
。

*っ
て
棺
の
蓋
を
隱
す
。

歸
っ
て
き
た
僵
尸
は
、
蓋
を
探
し
、
見
つ
か
ら
な
い
の
で
大
邸
宅
に

*る

が
、
女
性
に
に

&ま
れ
る
。
結
果
、
雙
方
と
も
に
時

+切
れ
で
倒
れ
る
。

こ
れ
は
僵
尸
の
不
倫
話
と
い
う
、
性
欲
の
話
で
あ
る
。

女
僵
尸
が
男
を
誘
惑
す
る
話
は
多
い
し
、
そ
の

,も
無
く
は
な
い
。
し

か
し
、
僵
尸
同
士
の
不
倫
と
い
う
、
そ
も
そ
も
題
材
か
ら
し
て
、
他
の
誰

も
が
考
え
得
な
い
話
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
創
作
以
外
に
な
い
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
文
章

-す
る
も
の
は
、
他
に
は
い
な
い
は
ず
だ
。

こ
の
話
は
湖
廣
と
い
う
袁
枚
に
は
な
じ
み
の
な
い
土
地
が

.臺
に
な
っ

子
不
語
の
僵
尸

�話
の
創
作
性
（
中
野
）
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て
い
る
爲
か
、

�
�に

は
特
に
す
ぐ
れ
た

�寫
は
な
い
。

し
か
し
、
僵
尸
（
男
）
が
、
棺
の
蓋
が
見
つ
か
ら
ず
、
大
邸
宅
に

�っ

た
と
き
の
、
「
樓
の
下
に
至
り
且
つ

�り
且
つ
鳴
き
て
、

�
�と

し
て
聲

有
り
。
樓
上
の

�も
亦
た
相
ひ
對
し
て

�
�た

る
も
、
手
を
以
て
搖
り

	

む
。
其
の
應
に
再
び
至
る
べ
か
ら
ざ
る


を
訝
し
む
に
似
た
り
」
部
分
は
、

	む
女
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
、
さ
り
げ
な
く

�い
て
い
て
、
人
の
業 ご
うも
性 さ
がも

知
り
つ
く
し
た
袁
枚
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
作
品
で
あ
る
。

以
上
、
傳
聞
の
記

�か
ら
、
創
作
に
至
る



�に

い
さ
さ
か
檢
討
を
加

え
み
た
が
、
こ
れ
か
ら
最

�年
（
「
續
新
齊
諧
」
）
に
か
け
て
の
檢
討
は
、

稿
を
改
め
る
こ
と
と
す
る
。

【

�】

（
１
）
澤
田
瑞
穗
『
鬼
趣
談
義
』
。
中
央
公
論

�、
１
９
９
８
年
３

�。
３

３
０
頁
。

（
２
）
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

雍
正
九
年

�、
西
北
地
震
。
山
西
介
休
縣
某
村
地
陷
里
許
。
有
未

�坑


、
居
民
掘

�之
、
一
家
仇
姓



�家

倶
在
。
屍
僵
不
腐
、
一
切
什
物

�
皿
完
好
如
初
。

�人
方
持
天

�兌
銀
、
右
手

�執
一
元
寶
。
把
握
甚
牢
。

『
僵
屍
手
執
元
寶
』『
子
不
語
』
卷
十
二

（
３
）
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

江

�銅
井
村
人
畜
一
牝
牛
。
十
餘
年
生
犢
凡
二
十
八
口
。

�人
頗
得

其
利
。
牛
老
、
不
能

�、
宰
牛


咸

�買
之
。

�人
不

�、

�童

�
 、

俟
其
自
斃
、
乃
掩
埋
土
中
。
是
夜
、
聞
門
外
有

!撞
聲
。
如
是



"夕

。

初
不
意

#此
牛
。

�餘
、
爲
祟
更
甚
。
聞
吼
聲
蹄

$。
於
是
一
村
之
人
皆

疑
此
牛
作
怪
、
掘
驗
之
。
牛
屍
不
壞
、
兩
目
閃
閃
如
生
、
四
蹄
爪
皆
有
稻

芒
、
似
夜

%破
土
而
出


。

�人
大
怒
、
取
刀
斷
四
蹄
、
竝
剖
其

腹
、
以

糞
穢
沃
瀦
之
。
嗣
後
寂
然
。
再

&土

�之
、
牛
朽
腐
矣
。

『
牛
僵
屍
』『
子
不
語
』
卷
十
四

（
４
）
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

穎
州

'太
守
在

直
隸

安
州

(一
老

)。
兩
手

時
時

顫
動
、
作
搖

鈴

*。

叩
其

故
、

曰
、

余
家

+某
村
。
村
居

僅
數
十

,。
山
中
出
一
僵
屍
、
能

飛

行
空
中
、

-人
小

兒
。

.日
未

/、
群
相

戒
閉

,
0兒

、

�
1
1被

攫
。

村
人

探
其

穴
、

深
不

可
測
、

無
敢

犯


。
聞

2中
某

3士
有

法

4、
因

5

積
金
帛
、

1求
捉
怪
。

3士
許

6、
擇
日
至
村
中
設
立
法
壇
、
謂
衆
人
曰
、

我
法
能

布
天

羅
地

7、
使
不
得

飛
去
、
亦

須
爾

輩
持

兵
械
相

助
、

尤
需
一

膽
大
人

入
其

穴
。

衆
人

莫
敢
對
、

余
應
聲
而
出

問
、

何
差

�。
法

師
曰
、

凡
僵
屍
最
怕
鈴
鐺
聲
、
爾
到
夜

%伺
其
飛
出
、

#入
穴
中
持
兩
大
鈴
搖
之
、

手
不

可

+。

8稍
息
、

則
屍

入
穴
、

爾
受

傷
矣
。

漏
將
下
、

法
師

登
壇
作

法
、

余
因
握

雙
鈴
、

候
屍

飛
出
、

盡
力

亂
搖
、
手
如

雨
點
、
不

敢
小

+。

屍
到

穴
門
、

果

9獰
怒

�、
聞

鈴
聲

瑯
瑯
、

逡

:不
敢

入
。

�面
被
人

圍

+、
又

無

;處
、
乃

奮
手

張
臂

與
村
人

格
鬥
。
至
天

將
明
、

仆
地
而

倒
。

<舉
火
焚
之
。
余
時
在
穴
中
、
未
知
也
。

�搖
鈴
不
敢
停
如
故
。
至
日
中
、

衆
大
呼
、
余
始
出
。
而
兩
手
動
搖
不
止
。

=至
今

�疾
云
。

『
飛
僵
』『
子
不
語
』
卷
十
二

（
５
）
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

武
林

錢
塘
門

>有
更
樓
。

?更
夫

!、
表

裡

:邏
。
大

衆
斂

貲
爲
之
、

由
來

舊
矣
。

康
熙

五
十

六
年

@、
更

夫
任

三



:巷

外
、

路


小
廟
、

A

至
二
更
、
聞

柝
聲
、

則
有
一
人

從
廟
中
出
、

踉
蹌

捷
走
。

漏
五
下
、

則
先

中
國
詩
文
論
叢

第
二
十
九
集

86



柝
聲
入
廟
、
如
是

�
�矣

。
任
三
疑
廟
中

�有

�
�、

將
伺
之
爲
詐
酒
肉

計
。

�夕
、

�明
如
晝
、
見
其
人
面
枯

	如
臘
。
目


深
陷
、
兩

�掛
銀

錠
而
行
、

�

有

聲
、
出
入
如

�。
任
三
知
爲
僵
屍
、
因
山
門
之

�停
有

舊

�、
積
塵
寸
許
。
詢

�
�人

。
云
、
其
師

�時
不
知
誰
何
氏

�寄

�
�

也
。
與
儕
輩
語

�之
、
其
中
黠

�曰
、
吾
聞
鬼
畏
赤
豆
、
鐵
屑

�米
子
。

備
此
三
物
升
許
、
伺
其
破
棺
出
、
潛
取
以
繞
棺
之
四

�、
則
彼
不
能
入
矣
。

任
如
其
言
、

�買
三
物
、
待
夜
二
更
、
屍
復
出
。
伺
其
去

�、
攜
燈
入

�、

見
棺
後
方
板
一
塊
、
俗
語

�謂
和
頭

�、
已
掀
在
地
、
中
空
空
無

�有
。

乃
取
三
物
繞
棺
而
密
灑
之
。
事
畢
、
逕
歸
臥
更
樓
上
。
至
五
更
、
有

�聲

呼
任
三
爺

�。
任
問
爲
誰
、
曰
、
我
山
門

�之
長
眠

�。
無
子
孫
、
久
不

得
血

�。
故
出
外
營
求
以
救
腹
餒
、
今
爲
爾

�魘
、
不
能
入
棺
。
吾
其
死

矣
。
可

�
�將

赤
豆
、
鐵
屑
拂
去
之
。
任
懼
不
敢
答
。
又
呼
曰
、
我
與
爾

何
仇
。
何

�爲
此

 耶
。
任
念
與
彼
解
圍
之
後
、
彼

!我
而
後
入
、
何
以

禦
之
。

"不
答
。

#初
鳴
、
鬼
哀
懇
、
繼
以
詈
罵
、
久
之
寂
然
。
明
日
、

$樓
下

�見
有
屍
僵
臥
、
乃

%衆
鳴
官
、
以
屍

&
�棺

而
火
焚
之
。
一
方

得

'。
『
僵
屍
求

�』『
子
不
語
』
卷
十
三

（
６
）
例
え
ば
、『

(鬼
作
妹
』『
續
新
齊
諧
』
卷
十
。

（
７
）
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

紹
興
王
生
某
、

�
)有
年
。
村
中
富
家

*之
爲
師
、
因
屋
宇
湫
隘
、

+

相

,里
許
有
新
室
求
售

�、

-買
使
居
。
且
曰
、
家
中

.
/未

盡
、
學
徒

0
1童

輩
明
晨

2
1。

先
生
一
夜
獨
眠
、
能
無
懼
乎
。
王
自
負
膽
壯
。
且

新
室
也
。
何
畏
之
有
。
乃
命
童
攜
茗

3引
至
書
齋
。
王

4
�室

�畢
、
復

至
門

�徙
倚
。
時
已
夜
矣
、

�色
大
明
、
見
山
下

5火

6
6。

趨

7
�

之
、
光
出
一
白
木
棺
中
。
王
念
、
此
鬼

8耶
。
色
宜
碧
。
而

9帶

:赤
。

得
無
爲
金
銀
氣
乎
。

憶
智

;
�載

、
有

胡
人

數
輩

凶

<輿

�而
藁

=
>外

�。
捕
人

跡
之
、

�中
皆

?白
也
。
此
棺

毋
乃

@是
。

幸
無
人
、
可

攫
而

取
也
。

-取
石
塊

A去
其

釘
、

從
棺
後

推
卸
其

蓋
、
則
赫
然
一
屍
。
面

B

紫
而
腹
膨
亨
、

C冠

D履
。
越
俗
、
凡
父
母
在
堂
而
子
先

E
�、

例
以
此

F。
王
愕
然

G縮
、

H一
縮
則
屍
一

I。
再
縮
而
屍
蹶
然

�。
王
盡
力
狂

J、
屍
自
後

K之
。
王
入

L登
樓
、
閉
門
下
鍵
。
喘
息
甫
定
、
疑
屍
已
去
、

開
窗

�之
。
窗

M而
屍
昂
首
大
喜
、

從
外

I入
、

N叩
門
、
不
得
入
。
忽

大
聲
悲
呼
、
三
呼
而

�門
洞
開
。

O有

M之

�。

-登
樓
。
王
無

奈
何
、

持
木

棍
待
之
。
屍
甫
上
、

P
A以

棍
。
中
其

�、

�掛
銀
錠

散

Q於
地
。

屍
俯
而

拾
取
。
王

趁
其

傴
僂
時
、
盡
力

推
之
、
屍

滾
樓
下
。

旋
聞

#啼
。

從
此
寂
無
聲

R矣
。
明
日

�之
、
屍

跌
傷

腿
骨
、

S臥
於
地
、

-召
衆
人

扛
而
焚
之
。
王
歎
曰
、
我
以
貪
故
、
招
屍
上
樓
。
屍
以
貪
故
、
被
火
燒
燬
。

鬼

T不
可
貪
、
而
況
於
人
乎
。
『
僵
屍
貪
財
受
累
』『
子
不
語
卷
十
三
』

（
８
）
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

有
壯
士
某
。
客
於
湖
廣
、
獨
居
古
寺
。
一
夕
、

�色
甚
佳
、
散

U門
外
、

見
樹

林
中

隱
隱
有

戴

V巾
飄
然

來

�。
疑
其
爲
鬼
、

旋
至

松
林

最
密
中
、

入
一

古

W、
心
知
爲
僵
屍
。

素
聞
僵
屍

失
棺
上

蓋
便
不
能
作

祟
、

�夜
、

先

X於
樹

林
中
、
伺
屍
出
、
將

竊
取
其

蓋
。
二
更
後
、
屍

果
出
、

似
有

�

7。
尾
之
、
至
一
大

宅
門
外
。
其
上
樓
窗
中
先
有

紅
衣

Y人
、

擲
下
白

Z

一
條

牽
引
之
。
屍

攀

[而
上
、
作

絮
語
聲
、
不

甚
了

了
。
壯

士
先

回
、

竊

其
棺

蓋
藏
之
、

仍
伏

於
松
深

處
。
夜
將

闌
、
屍

匆
匆

&、
見
棺

失
蓋
、
窘

甚
、

\覓
良
久
、

仍
從
原

路
踉

蹌

J去
。
再

尾
之
、
至
樓
下
且

I且
鳴
、

]
]有

聲
。
樓
上

Y亦
相

對

]
]、

以
手

搖

^。
似

訝
其
不

應
再
至

�。

#忽
鳴
、
屍
倒
於
路
側
。
明
早
、
行
人
盡
至
、
各
大
駭
。
同

7樓
下
訪
之
、

乃
4姓

祠
堂
。
樓
停
一

柩
。
有

女
僵
屍
、

亦
臥

於
棺
外
。
衆
人
知
爲
僵
屍

野
合
之
怪
、
乃
合
屍
於
一
處
而
焚
之
。

子
不
語
の
僵
尸

_話
の
創
作
性
（
中
野
）
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『
兩
僵
屍
野
合
』『
子
不
語
』
卷
十
二

（
附
記
）
本
稿
中
の
「
尸
・
屍
」
の
使
い
わ
け
は
、
ほ
ぼ
原
文
に
從
っ
た
が
、

版
本
に
よ
る

�同
に
つ
い
て
は
、
特
に

�記
し
な
い
。
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